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本
願
寺
山
口
別
院
帰
敬
式

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
お
か
げ
で

今
年
も
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年

も
多
く
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
尊
い
ご
縁

を
大
切
に
し
て
、
一
生
懸
命
お
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
皆
様
に
は
山
口
教
区
・
山

口
別
院
を
い
つ
も
支
え
て
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

一
年
を
ふ
り
返
る
時
、
人
そ
れ

ぞ
れ
に
悲
喜
こ
も
ご
も
の
思
い
が

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
良
い
年
で

あ
っ
た
と
思
う
人
も
あ
れ
ば
、
昨

年
ほ
ど
悪
い
年
は
な
か
っ
た
と
思

う
人
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
と
に
も
か
く

に
も
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
喜
び

た
い
。
そ
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
多
く

の
人
々
の
ご
恩
を
受
け
た
こ
と
に

気
づ
き
、
素
直
に
謙
虚
に
感
謝
し

た
い
も
の
で
す
。

　

聴
聞
に
よ
っ
て
、
無
量
寿
の
い

の
ち
を
い
た
だ
き
、
無
量
の
光
に

育
ま
れ
て
生
か
さ
れ
て
あ
る
と
気

づ
か
さ
れ
た
と
き
、
深
い
反
省

と
、
し
み
じ
み
と
生
き
る
喜
び
、

勇
気
に
満
た
さ
れ
ま
す
。
新
し
い

年
を
迎
え
、
改
め
て
私
た
ち
は
生

き
る
価
値
基
準
を
、
ど
の
よ
う
に

持
て
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

約
70
年
前
ま
で
は
富
国
強
兵
と

い
う
国
の
政
策
が
あ
り
、
そ
し
て

終
戦
後
は
、
国
土
復
興
の
た
め
と

汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
現
在
は
、
他
国
に
劣
ら
ぬ
経
済

力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
よ
り
も
家
族
や
個
人

を
重
ん
じ
る
よ
う
に
価
値
観
に
も

変
化
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
と
い
う
ご
縁
を
尊
ぶ
心

が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
変

化
で
す
。
ま
さ
に
諸
行
無
常
そ
の

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
か
げ
さ

ま
と
ご
縁
を
尊
ぶ
こ
と
が
、
諸
法

無
我
と
い
う
行
い
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
中
に
自
然
に
有
難
い
、

も
っ
た
い
な
い
、
お
か
げ
さ
ま
と

涅
槃
寂
静
の
安
ら
ぎ
の
思
い
を
知

ら
さ
れ
る
の
で
す
。

　

本
年
も
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
変

わ
ら
ぬ
み
仏
の
お
法
を
と
も
に
喜

ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
し
ょ
う
。

山口教区教務所長
本願寺山口別院輪番
中村　祐順

帰敬式　御手代：近松照俊氏

　

本
願
寺
山
口
別
院
報
恩
講
を
機
縁
に

帰
敬
式
が
執
り
行
わ
れ
、
厳
粛
な
雰
囲

気
の
な
か
１
６
３
名
が
受
式
さ
れ
た
。

　

帰
敬
式
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
・
親
鸞

聖
人
の
御
前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し

て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
し
、
お
念
仏
申

す
日
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
を
誓
う
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
儀
式
。
こ

の
帰
敬
式
を
受
式
さ
れ
、
仏
弟
子
と

な
っ
た
方
に
は
本
願
寺
住
職（
ご
門
主
）

よ
り
、
法
名
（
仏
弟
子
と
し
て
の
名
）

が
授
与
さ
れ
る
。
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二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年

　
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
〜
二
十
八
日
（
水
）

本
願
寺
山
口
別
院
　
報
恩
講
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教
区
内
寺
院
や
子
ど
も
会
に
よ
る
書

道
や
絵
画
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
86

点
の
出
展
が
あ
っ
た
。
今
回
の
開
催
で

10
回
目
と
な
る
。

本
願
寺
山
口
別
院
報
恩
講

「
児
童
作
品
展
」

本
願
寺
山
口
別
院
輪
番
賞

山
口
教
区
少
年
連
盟
委
員
長
賞

華
松
組
安
楽
寺　

寺
本　

真
愛
さ
ん

萩
組　

満
行
寺　

坂
田
菜
々
美
さ
ん

　26日　養元寺誠心仏婦コーラス27日　ライトコールアンサンブル

御俗姓拝読 御伝鈔拝読

山口雅楽会による現代音楽と雅楽

ぜんざい接待 ご参拝いただいた皆さま伝供

　

こ
の
度
、
本
願
寺
山
口
別
院
に
て
３
日

間
報
恩
講
を
営
み
、
約
１
３
０
０
人
が
参

拝
し
た
。本
年
は
初
日
の
舟
川
宏
顕
氏（
北

豊
教
区
）、
２
日
目
の
寺
西
龍
象
氏
（
安

芸
教
区
）
３
日
目
は
瀧
渕
良
孝
氏
（
安
芸

教
区
）
と
、
３
日
間
別
々
の
ご
講
師
に
お

取
次
を
い
た
だ
い
た
。
帳
場
等
は
山
口
北

組
、
白
滝
組
、
阿
武
組
の
皆
さ
ま
に
ご
奉

仕
い
た
だ
い
た
。

　

日
中
法
要
「
十
二
礼
作
法
」、
逮
夜
法

要
「
宗
祖
讃
仰
作
法（
音
楽
法
要
）」
の
後
、

御
伝
鈔
が
拝
読
さ
れ
た
。
御
満
座
で
は
、

中
村
祐
順
輪
番
に
よ
り
御
俗
姓
が
厳
粛
な

雰
囲
気
の
な
か
拝
読
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
逮
夜
法
要
に
先
立
ち
伝
供
が

行
わ
れ
、
児
童
作
品
展
や
山
口
み
の
り
会

に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
接
待
等
様
々
な
企
画
が

行
わ
れ
る
な
か
賑
々
し
く
勤
修
さ
れ
た
。
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講師：熊谷正信氏

　

山
口
教
区
門
徒
総
代
会
研
修
会
が

本
願
寺
山
口
別
院
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
午
前
・
午
後

の
二
部
構
成
と
な
り
、
午
前
の
部
で

は
熊
谷
正
信
氏
（
岩
国
組
西
福
寺
）

を
ご
講
師
に
、
寺
院
の
現
場
の
課
題

や
寺
院
運
営
に
関
す
る
お
話
を
い
た

だ
い
た
。
一
般
の
方
々
の
考
え
る
寺

院
像
が
、
本
来
の
寺
院
の
あ
り
方
か

ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
な
か
、
責

任
役
員
・
門
徒
総
代
と
し
て
今
後
の

寺
院
護
持
の
た
め
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
あ
り

が
た
い
ご
縁
で
あ
っ
た
。

　

午
後
の
部
は
よ
り
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
公
開
講
座
と

し
、
青
年
布
教
使
の
佐
々
木
大
乗
氏

（
周
南
組
真
行
寺
）、村
野
晋
哉
氏（
豊

浦
西
組
蓮
行
寺
）
に
お
取
次
ぎ
を
い

た
だ
い
た
。

　

例
年
と
開
催
の
形
式
を
変
え
た
こ

と
も
あ
り
、
い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲

気
の
な
か
、
み
の
り
多
い
一
日
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

講師：佐々木大乗氏講師：村野晋哉氏

　

第
２
回
若
朋
会
例
会
が
、
本
願
寺

山
口
別
院
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
た
び
の
例
会
の
テ
ー
マ
は

「
勤
式
作
法
研
修
会
」
で
、
賀
陽
寛

氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）
を
ご

講
師
に
、
若
手
僧
侶
と
し
て
葬
儀
や

自
坊
の
継
職
法
要
等
の
為
に
、
七
条

袈
裟
の
被
着
法
と
登
礼
盤
・
降
礼
盤

の
作
法
を
学
ん
だ
。

　

七
条
袈
裟
の
被
着
法
は
、
初
め
に

会
員
の
み
で
着
付
け
て
い
き
、
そ
の

な
か
で
生
じ
た
多
く
の
疑
問
点
に
つ

い
て
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
。
改
め

て
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
着
付
け
を

し
て
い
く
こ
と
で
、
知
ら
ず
識
ら
ず

の
う
ち
に
間
違
っ
た
着
け
方
を
し
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
。

　

登
礼
盤
・
降
礼
盤
作
法
で
は
、
住

職
継
職
法
要
を
控
え
て
い
る
会
員
を

モ
デ
ル
に
、
実
際
に
七
条
袈
裟
を
着

け
て
作
法
を
行
い
、
間
違
っ
た
点
を

逐
一
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

　

例
会
終
了
後
に
は
、
ご
講
師
を
囲

ん
で
懇
親
会
を
開
き
、
講
義
の
内
容

だ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
疑
問
も
含

め
て
ご
教
授
い
た
だ
き
、
今
後
僧
侶

と
し
て
過
ご
す
上
で
、
大
変
意
義
深

い
例
会
と
な
っ
た
。

　

講師：賀陽　寛氏七条袈裟の着付け

十
月
十
五
日
（
月
）

門
徒
総
代
会
研
修
会

寺
族
青
年
会
「
若
朋
会
」　
第
二
回
例
会

十
月
二
十
四
日
（
水
）
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ぶっ キょう ふ じん か＼ヽ ー ぅリょう

仏教婦人会網領
ひ

―と
ヽっ

か
た

ほ
と
け

ね
が

み
仏
の
願
い
に
か
な
う
生
き
方
を
め
ざ
し
ま
す

ひ
―と

ヽっ

な

も

あ

み

だ
ぶ
つ

「
南
無
阿
弥
陀
仏」

ゎ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
す

ひ
―と

ヽっ

ち
ょ
う
も
ん

た
い
せ
つ

お
聴
聞
を
大
切
に
い
た
し
ま
す

あ
ゆ

す
す

と
も
に
歩
み
を
進
め
ま
す

じ

た
自
他
と
も
に

し
ゃ
か
い

）
こ
ろ
ゆ
た

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

ひ
と

し
あ
わ

ね
が

あ

み

だ
に
ょ
ら
い

こ
こ
ろ

す
べ
て
の
人
び
と
の
幸
せ
を
願
わ
れ
る

阿
弥
陀
如
来
の
お
心
を
い
た
だ
き

わ
た
く
し

し
ん
ら
ん
し
ょ
う
に
ん

お
し

み
ち
び

私
た
ち
は

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
導
か
れ
て

第 49 回　山口教区仏教婦人大会
　

第
49
回
山
口
教
区
仏
教
婦
人
（
若
婦
人
）
大
会
が
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
（
宇

部
小
野
田
組
・
厚
狭
西
組
・
宇
部
北
組
）
お
引
き
受
け
の
も
と
、
不
二
輸

送
機
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
教
区
内
よ
り
５
４
３
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

今
年
度
よ
り
仏
教
婦
人
会
綱
領
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
新
仏

教
婦
人
会
綱
領
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
宮
亨
信
氏
（
滋
賀
教
区
）
に

お
取
次
ぎ
を
い
た
だ
い
た
。
ご
講
師
の
柔
ら
か
な
口
調
で
、
初
め
て
お
聴

聞
を
さ
れ
る
方
に
も
分
か
り
や
す
い
お
話
に
、
参
加
者
一
同
引
き
込
ま
れ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

昼
休
み
に
ダ
ー
ナ
募
金
活
動
を
行
い
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
は
じ
め

と
す
る
今
年
度
発
生
し
た
各
災
害
の
義
援
金
と
し
て
、
26
万
６
４
７
８
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

午
後
の
ご
法
話
の
前
に
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
す
げ
え

ち
ゃ
・
高
泊
（
山
陽
小
野
田
市
）
の
森
下
正
興
事
務
局
長
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
で
き
る
簡
単
な
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
。

　

例
年
、
午
前
中
は
お
聴
聞
、
午
後
か
ら
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
構

成
だ
っ
た
が
、
こ
の
度
は
午
前
・
午
後
と
も
に
お
聴
聞
と
い
う
構
成
に
変

更
し
て
の
開
催
と
な
り
、
一
日
中
お
念
仏
に
浸
ら
せ
て
い
た
だ
く
あ
り
が

た
い
ご
縁
と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
（
白
滝
組
・
邦
西
組
・
豊
田
組
・
小
月
組
）

の
引
き
受
け
に
て
、
第
50
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
大
会
と
な
る
。
多
く

の
方
々
の
参
加
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
仏
教
婦
人
の
活

躍
を
念
願
す
る
。

　　

講師：三宮亨信氏

森下正興氏

新仏教婦人会綱領の唱和

体操で体をほぐす参加者

10 月 23日（火）
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本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2019.1.1 ～ 2019.4.30

期　日 氏　名 期　日 氏　名
１月  1 日～ 10 日 輪　　　番 2 月  1 日～ 10 日 藤本　弘信

11 日～ 20 日 和　　隆道 11 日～ 20 日 木村　智教
21 日～ 31 日 寺田　弘信 21 日～ 28 日 松浦　成秀

3 月  1 日～ 10 日 藤本　良樹 ４月  1 日～ 10 日 長尾　智章
11 日～ 20 日 金安　一樹 11 日～ 20 日 工藤　顕樹
21 日～ 31 日 石田　敬信 21 日～ 30 日 黒瀬　英世

※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

2018( 平成 30) 年度　教師教習事前講習会
　教師教修を受ける方のみならず、日々の法務の中で今一度学習しなおしたい方にも
ご参加いただければと思います。※得度習礼講習会とは異なり、義務ではありません。

　　【日　時】　　2019（平成 31）年２月 3 日（日）　10：00 ～ 15：00
　　【会　場】　　本願寺山口別院
　　【受講費】　　1,000 円　　※講習会当日にお持ちください
　　申込詳細については、山口教区教務所　担当：津

つもり

守までお問い合わせください。

2018( 平成 30) 年度
山 口 教 区「 離 郷 門 信 徒 の 集 い 」

　宗門では全国各地の人口集中都市へ移り住まれている門信徒や寺族、また核家族で

過ごされている次世代の方々への伝道に取り組むため、直轄・直属寺院等を会場とす

る集いを奨励しています。

　このたび「御同朋の社会をめざす運動」山口教区委員会主催により、故郷やお寺と

離れて暮らす方々が浄土真宗のみ教えにであい、手を合わせていただく機会が増える

ことを願い開催いたします。

　　【日　時】　　2019（平成 31）年 3 月２日（土）　10：00 ～ 14：00

　　【会　場】　　築地本願寺　〒 104-8435 東京都中央区築地 3-15-1

　　【対象者】　　山口教区所属　門信徒・寺院関係者

　　【参加費】　　成年 3,000 円　未成年 1,000 円（懇志・お斎料含む）

　　　　　　　　※当日受付にてお支払いください

　　【講　師】　　荻　隆宣氏（本願寺派布教使／大津東組 浄土寺 ご住職）

　　【申　込】　　２月１日（金）迄に所定の申込用紙に必要事項を記載の上、

　　　　　　　　山口教区教務所まで FAX または郵送にてお申し込みください

　　その他詳細につきましては、担当：阿
あんの

武までお問い合わせください。　　　
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教
区
・
別
院
行
事

　

新
年
を
迎
え
て
、
次
号
で
３
年
目
が

終
わ
る
。
教
区
報
を
携
わ
り
進
歩
し
て

き
た
こ
と
は
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
た
こ
と
、
今
ま
で
編
集
会
議
が
暗
く

な
る
ま
で
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
が
、

暗
く
な
る
前
に
帰
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
昨
年
か
ら
イ
ン
・
デ
ザ

イ
ン
（
編
集
ソ
フ
ト
）
を
導
入
し
て
か

ら
、
読
み
合
わ
せ
の
誤
字
・
脱
字
、
文

章
校
正
は
勿
論
。
写
真
の
差
し
替
え
や

ペ
ー
ジ
の
入
れ
替
え
等
、
今
ま
で
そ
の

日
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
場

で
意
見
し
あ
い
、
見
て
形
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
す
る
度
に
ど
ん
ど
ん
速

く
な
り
進
歩
し
て
い
る
と
頼
も
し
く
思

え
る
。

１
月

5
日
㈯

別
院
元
旦
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
本
願
寺
山
口
別
院　

輪
番

15
日
㈫
｝
本
願
寺
御
正
忌
報
恩
講
団
体
参
拝　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

本
願
寺

16
日
㈬

18
日
㈮

第
３
回
ま
こ
と
の
保
育
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
本
願
寺
山
口
別
院　

輪
番

26
日
㈯

連
研
履
修
者
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
熊
谷
正
信
氏
（
連
研
中
央
講
師
）

28
日
㈪
｝
第
36
回
門
徒
責
任
役
員
・
総
代
一
泊
懇
談
研
修
会　

…
…
…
…
…　

ホ
テ
ル
か
め
福

29
日
㈫
　
　

講
師
／
内
田
正
祥
氏
（
東
海
教
区
正
覚
寺
）

２
月

3
日
㈰

教
師
教
修
事
前
講
習
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
賀
陽　

寛
氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）

5
日
㈫

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
白
石
智
昭
氏
（
豊
田
組
正
法
寺
）

6
日
㈬
｝
布
教
団
研
修
旅
行　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

石
川
教
区

～

8
日
㈮

13
日
㈬

山
口
み
の
り
会
結
成
35
周
年
記
念
の
集
い　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
天
岸
淨
圓
氏
（
大
阪
教
区
西
光
寺
）

13
日
㈬
｝
少
年
連
盟
推
進
員
研
修
会
（
教
区
交
流
会
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

熊
本
教
区

14
日
㈭

17
日
㈰

若
婦
人
の
つ
ど
い　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
外
松
太
恵
子
氏
（
青
少
年
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

20
日
㈬

第
２
回
寺
族
婦
人
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

21
日
㈭

い
の
ち
を
み
つ
め
る
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
鍋
島
直
樹
氏
（
龍
谷
大
学
教
授
）

22
日
㈮

山
口
教
区
同
朋
運
動
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
長
岡
裕
之
氏
（
大
津
西
組
龍
雲
寺
）

　
　
　
　
　

金
山
玄
樹
氏
（
九
州
龍
谷
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

23
日
㈯

仏
壮
結
成
の
た
め
の
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

四
州
教
区

25
日
㈪

布
教
団
総
会
・
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
寿

　
　

講
師
／
安
藤
光
慈
氏
（
宮
崎
教
区
真
光
寺
）

教
区
外
か
ら
次
の
方
々
が
ご
参
拝
下
さ
い

ま
し
た
。

11
月
1
日　

備
後
教
区
鴨
川
北
組

　
　
　
　
　
　
　
　

照
専
寺
門
徒
総
代
会

12
月
11
日　

四
州
教
区
香
川
東
組

　
　
　
　
　
　
　
　

徳
勝
寺
仏
教
壮
年
会

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

（
平
成
30
年
９
月
〜
平
成
30
年
11
月
）

敬

弔

邦
西
組　

專
教
寺　

前
住
職

中
山　

哲
朗
（
８９
）
９
月
４
日

華
松
組　

本
覚
寺　

住
職

工
藤　

智
行
（
７２
）
９
月
７
日

熊
濃
組　

圓
照
寺　

住
職

寺
本　

宣
弘
（
５７
）
９
月
10
日

美
祢
西
組　

専
正
寺　

坊
守

伊
藤　

悦
子
（
８２
）
９
月
２２
日

小
月
組　

萬
福
寺　

坊
守

瑞
岡　

純
子
（
９５
）
９
月
２５
日

白
滝
組　

安
養
寺　

前
住
職

中
山　

而
朗
（
９２
）
10
月
１
日

熊
南
組　

超
専
寺　

前
住
職

髙
月　

至
行
（
７５
）
10
月
２３
日

岩
国
北
組　

善
教
寺　

前
々
坊
守

岡
崎　

光
慧
（
９８
）
11
月
２
日

参

拝

者

３
月

2
日
㈯

離
郷
門
信
徒
の
つ
ど
い　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

築
地
本
願
寺

　
　

講
師
／
荻　

隆
宣
氏
（
大
津
東
組
浄
土
寺
）

5
日
㈫

別
院
常
例
法
座　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
山
名
真
達
氏
（
厚
狭
西
組
願
生
寺
）

9
日
㈯

第
44
回
山
口
教
区
仏
教
壮
年
大
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院

　
　

講
師
／
花
岡
静
人
氏
（
奈
良
教
区
勝
光
寺
）

13
日
㈬

定
期
教
区
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

山
口
別
院


